
(保健担当局長答弁)

長崎議員 1001    作成部局 健康福祉局 No.1

質問要旨 マイクロチップを義務付ける改正動物愛護管理法

について、市の見解はどうか。

答弁要旨

犬や猫へのマイクロチップ装着の義務化につきましては、

議員ご案内のとおり、迷子や災害等により飼い主と離散した

場合において、飼い主の元に戻れる可能性を高める有効な

取組であり、飼育放棄の防止などにも効果があるものと認識

しております。

以 上



(高橋教育次長答弁)

長崎議員 1002作成部局 教育委員会事務局 Nogl
質問要旨 ダブレッHこよる誹謗中傷などのトラブルはあ

つたのか。また、教育現場での適切な管理や運営はど

のように行われているのか。

答弁要旨

学校配布のタブレット端末による誹謗中傷などのトラブ

ルにつきましては、本市におきましても1件の報告を受け

ております。

教育現場での適切な管理 H運営につきましては、学習

者用端末の使用に際して、教員が、基本的な使用法や

情報モラル、情報セキュリティなどを規定した基本方針に

基づき、児童生徒に対して、ID・パスワードの適切な管理

や不適切サイトの閲覧・投稿の禁止、スマートフォンやS

NSなどの正しい使い方などの指導を行つております。

なお、同基本方針は、保護者の皆様にも周知し、家庭

での使用に際しても、ご配慮いただいております。

(次ペァジヘ続く)



こ
と

No.2

さらに、フィルタリングソフトを使い、児童生徒にとって

有害なアプリの利用制限を行い、SNSへのアクセスも基

本的に禁上しております。

また、各学校の実情に合わせてインターネットヘ接続

できない時間を、例えば22時～6時までに設定できるな

ど、より適切な活用ができるよう努めております。

以 上



(保健担当局長答弁)

長崎議員 2001 作成部局 健康福祉局 Nα l

質問要旨 マイクロチップの動物への健康の影響について

個々の事案や統計等、市として何か把握しているか。

答弁要旨

本市におきましては、マイクロチップが与える健康への影響

について、個々の事案や統計は把握しておりませんが、日本

獣医師会の見角朝こよりますと、マイクロチップの装着による動

物への障害はほとんどなく、日本国内において、動物の体内

に装着したマイクロチップの副作用やショツク症状等について

の報告は、これまでに1件も寄せられていないとのことです。

以 上



(保健担当局長答弁)

長崎議員 2002 作成部局 健康福祉局 No.1

質問要旨 実際に本市で、マイクロチップにより迷子等の犬・

猫の発見に繋がうた事例はあるか。またその件数は。

答弁要旨

迷子の大日猫につきましては、その多くが警察に収容されま

すが、本市につきましては、警察からの依頼を受け、マイクロ

チップを読み取り、登録情報を警察に提供しているところです。

その結果、警察から所有者へ返還された事例はあるとイ司つ

ておりますが、件数を含め詳細な内容につきましては警察か

らは示されておりません。

以 上



(保健担当局長答弁)

長崎議員 2003     作成部局 健康福祉局 NoEl
質問要旨 既に家庭で飼われているペッHこ対するマイクロ

チップの装着について、今後どのように周知し、推進してい

くのか。

答弁要旨

改正後の動物愛護管理法が本年6月に施行されて以降、マ

イクロチップ装着の義務化につきましては、ホームページや

市報に掲載するとともに、本年6月には市内の動物病院に対

して環境省作成の啓発ポスターの掲示を依頼したところです。

今後は、公共施設にポスターを掲示するとともに、狂大病

予防注射のお知らせに併せて掲載するほか、動物取扱業者

への定期的な調査時にも、制度の周知に向けた協力を要請

してまいります。

以 上



(保健担当局長答弁)

長崎議員 2004 作成部局 健康福祉局 Noul

質問要旨 狂犬病予防法の特例制度参加について、市の見

角旱IE共。

答弁要旨

狂大病予防法の特例制度は、マイク面チップ装着の義務化

にあわせて新設された犬の登録制度であり、犬を迎え入れた

飼い主は、速やかに住所や氏名、電話番号を登録する必要

があります。

しかしながら、マイクロチップ装着後の新規登録が漏れる

ケースや、飼い主が変わつた場合に登録情報の変更が漏れ

るケTスが想定できることから、兵庫県のすべての自治体に

おいては、特例制度への参加を見合わせているところであり、

本市といたしましては、今しばらく制度の運用状況を注視して

まいりたいと考えております。

以 上



(保健担当局長答弁)

長崎議員 2005     作成部局 健康福祉局 Nα l

質問要旨 多頭飼育について、これまでの状況や課題を踏ま

え、今後どの様に飼主に寄り添う仕組みを構築していくの

か 。

答弁要旨

多頭飼育問題が発生する背景には、飼い主の生活困窮や

健康問題、社会的な孤立等、複合的な要因がございます。

本市といたしましては、そうした飼い主が抱える課題を早期

に把握し、行政関係機関や地域の関係者等と迅速に情報共

有を行い、それぞれが役割分担をする中で、飼い主に寄り添

いながら重層的に支援を行つていくことが課題の解消に向け

ては効果的であると考えております。

今年度から、そうした重層的支援体制が構築されておりま

すので、その機能をしつかりと活用する中で飼い主に寄り

添つた支援を行うことで、結果として、動物の適正な飼育環境

の確保に努めていこうと考えております。

以 上



(保健担当局長答弁)

長崎議員 2906   作成部局 健康福祉局 No.1
質問要旨 本市における犬猫等販売業者の登録事業所

数に対する毎年の定期報告届出書の提出状況は。

答弁要旨

定期報告届出書の提出状況につきましては、過去3年

間の実績を申し上げますと、令和元年度は81.5%、 令

和2年度は80日 0%ヽ 令和3年度は96.1%となつており

ます。

以 上



(保健担当局長答弁)

長崎議員 2007     作成部局 健康福祉局 No.1
質問要旨 犬猫等販売業者定期報告届出書の提出を怠つた

事業者に対し、過料が科された事例はあるか。

答弁要旨

議員ご質問のような過料を科した事例はございませんが、

本市におきましては、未提出の施設に対して適宜指導を行い、

届出書の提出を求めているところでございます。

以 上



f    (保 健担当局長答弁)
'長崎議員 2009   作成部局 健康福祉局  No,1

質問要旨 犬猫等取扱業者の動物取扱数の規制が強化

されることで、既存業者の廃業や、行き場を失つた大量

の犬猫の遺棄や殺処分が増えかねないが市の見解は。

答弁要旨

本市におきましては、現在、令和6年 6月 から適用される

飼養保管頭数の基準を超える施設は2か所程度ございま

すが、現段階から保管頭数の削減について、適宜指導を

行つているところです。

また、現在は飼養保管頭数が基準内の施設についても

立入検査等の機会を利用して、法令を連守するよう指導

しているところであり、引き続き、大量の犬や猫の遺棄に

至らないよう努めてまいります。

以 上



(保健担当局長答弁)

長崎議員′2010     作成部局 健康福祉局 NoHl

質問要旨 飼育可能数を超えた犬猫の譲渡等、市としても整

備が急務だと考えるがいかがか。

答弁要旨

犬猫の取扱業者に対しましては、動物愛護管理法に基づき、

業者登録の際、業者には終生飼養先の確保が義務づけられ

ていることから、飼養保管頭数の管理は業者の責任で行うこ

とを伝えております。あわせて、取扱業者には立ち入り調査

等を通じて、法令を連守するよう指導しております。

以 上

t



(高橋教育次長答弁)

長崎議員 2011作成部局 教育委員会事務局  No.1

質問要旨 このシステムの内容と効果について、どのよう

になっているのか。

答弁要旨

学習者用端末に導入しておりますフィルタリングソフト

には、設定した任意のワードで検索や書き込みをした場

合、それをブロックし、管理者に通知できる「見守リフィル

ター」という機能があります。

この機能を活用し、学校が指定したNGワードを児童

生徒が検索したり、書き込んだりした場合、それをブロッ

クし、それ以上調べたり、書き込んだりできないようにす

るとともに、その情報を学校管理職や生徒指導担当など

にメールで転送することができるシステムでございます。

このシステムについては、昨年度、小中学校の生徒が

参画したスマホサミッHこおいて、生徒からフィルタリング

の規制が厳しすぎるといった意見があり、現在、教育委

員会で検討しているところであり、明日開催予定の今年

度のスマホサミッHこおいても引き続きワークショップ形

式で議論を行う予定にしております。

(次ページヘ続く)



、     No.2

こうした取組により、子どもたちのトラブルを未然に察

知し指導に生かせる可能性があるとともに、子どもたちに

とっても、このシステムがあることでインターネットの正し

い活用法について学ぶ1つの機会であると考えておりま

す。

以 上



(高橋教育次長答弁)

長崎議員 2012作成部局 教育委員会事務局  NoBl
質問要旨 タブレット端末のトラブルを防ぐための取り組

み状況はどうなっているのか。本格的実施について何

か目標はあるのか。

答弁要旨 .

教育委員会といたしましては、現在、大学や企業と連携

を図りながら、タブレット端末のトラブルの未然防止や早

期発見につなげていけるよう、効果的な活用方法等、本

格的実施に向けて、慎重に検証しているところであり、現

時点では導入する段階には至っておりません。

今後、スマホサミットなど児童生徒が主体的にNGヮー

ドについて考え、複数の学校で試験的に導入し、検証をし

ていきたいと考えております。合わせて、児童生徒の情報

モラルの向上にも取り組むことで、タブレット端末のトラブ

ルの未然防止 J早期発見につなげていきたいと考えてお

ります。

以 上



(高橋教育次長答弁)

長崎議員 2013作成部局 教育委員会事務局 Notl
質問要旨 タブレット端末の機能追加について、「学校現

場の意見を聞きながら検討していきたい」と答弁したが、

学校現場ではどのような意見があつたのか。具体的に

聞いた対象と人数、主な意見について聞かせてほしい。

答弁要旨

現在、タブレット端末については、学習での活用が十

分になされることを主眼に取り組んでいるところであり、

現状の活用実態や活用方策など、全体的な把握を図る

ため、聞き取りの内容や方法等を定めた上で、相談機能

等の新たな機能の追加について、校長をはじめ児童生

徒を支援する教員から意見を聴取し、検討してまいりま

す。                 ィ

以 上



(高橋教育次長答弁)

長崎議員 2014作成部局 教育委員会事務局 NoBl
質問要旨 対面では相談しにくい児童生徒のために、タ

ブレット端末で相談ボタンを押すと教員に通知される

仕組みを追加してほしいがいかがか。

答弁要旨

いじめや不登校問題については早期発見、早期対応

することは重要であると認識しております。

教育委員会といたしましては、日々の教育活動の中で

児童生徒が示す小さな変化に気づき、声かけを行つてい

く機会と時間の確保が大切であると考え、「本目談できる雰

囲気のある学級・学校づくり」の推進を行い、教職員を対

象としたカウンセリング研修等を行つているところであり

ます。

(次ページに続く)



NoL2

また、学校では、生徒と教員が気軽に話をすることが

できるような教育相談の場の設定や学校適応感尺度「ア

セス」、学期に一度のいじめアンケート等を実施し、気に

なる児童生徒への声かけを行うとともに、対面で相談し

にくい児童生徒への対応といたしましては、匿名報告ア

プリ「STAND BY」 やひょうごつ子悩み相談等の周知を

図ることで、早期発見日早期対応に取り組んでおります。

新たにタブレットの機能追加については、先ほどご答

弁いたしました通り、教職員からの意見聴取に加え、他

自治体の先行事例等についても研究してまいります。

以 上


